


実施概要・要点（地質・地質構造分野） 
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【知見の抽出】 
第2期中期計画として超深地層研究所計画（瑞浪：～深度500m）および幌延深地層
研究計画（幌延：～深度350m）において得られた地質分野の知見を抽出 
⇒成果マップ 

【成果および課題の評価】 
まとめ群（A1群～A3群）として構造化された時間軸に沿った各意思決定ポイントにお
ける達成目標に対する達成度および今後の課題として現状を整理 
⇒成果ダイジェスト，課題ダイジェスト 

【今後の研究計画への反映】 
各分野における課題ダイジェストから両地下研究施設における今後の課題を整理 
⇒必須の課題 
 

A1)地質環境の初期状態の理解： 

処分パネルの展開に適した岩体の分布，地下深部の断層や物質・地下水の移行経路
となる構造の分布を把握するための調査解析技術やモデル化技術 

A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 

地下施設建設・操業に伴う掘削影響領域を把握するための調査技術 

A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解： 

地形，地質構造の長期変遷を推定するための調査・モデル化技術 



A1)取りまとめの着眼点（地質・地質構造分野） 
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A1)地質環境の初期状態の理解： 
処分パネルの展開に適した岩体の分布，地下深部の断層や物質・地下水
の移行経路となる構造の分布を把握するための調査解析技術やモデル
化技術 
 

着目した地質環境の特性とプロセス 
• 対象岩盤の分布と形状 
• 岩盤の地質学的不均質性 
• 移行経路として重要な構造 

 
達成目標 
• 地上からの調査で地質学的に好ましい環境条件の領域を判断できる。 
• 処分パネル展開の位置を検討するために必要な情報である，地下深

部の断層や物質・地下水の移行経路となる構造の分布を把握できる。 



3 

A1)地質環境の初期状態の理解： 
処分パネルの展開に適した岩体の分布，地下深部の断層や物質・地下水の移行

経路となる構造の分布を把握するための調査解析技術やモデル化技術を整備 
 

 共通 

従来は個別に進められてきた調査内容をトップダウン的に整理することにより，各種調
査結果に基づき地質構造モデルを構築するための方法を整備した。 

従来のモデルでは明示されなかった，調査の進展にともなう地質環境の理解度や構築
した地質構造モデルの不確実性の表示方法を整備した。（一部整備中）。 

 対象岩盤の分布と形状 

地表地質調査，物理探査，ボーリング調査を組み合わせにより，対象岩盤とその周辺の
岩盤の分布と形状を概ね把握することが可能となった。 

 岩盤の地質学的不均質性 

地表地質調査，物理探査，ボーリング調査の組み合わせにより，断層の分布や割れ目
の頻度などを考慮した対象岩盤の地質学的分類が可能になった。（瑞浪・幌延相違点：
電気・電磁探査法による断層抽出：塩水系地下水分布域，花崗岩露岩地域で有効） 

地表露頭調査，ボーリング調査等の組み合わせにより，地質図に記載されていない断
層の方向性や頻度分布を概ね把握することが可能になった。 （瑞浪・幌延相違点：断層
幅；瑞浪：十数～数十m程度，幌延；～1m程度） 

成果ダイジェスト メッセージ案（地質・地質構造分野） 
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A1)地質環境の初期状態の理解： 
処分パネルの展開に適した岩体の分布，地下深部の断層や物質・地下水の移行

経路となる構造の分布を把握するための調査解析技術やモデル化技術を整備 
 

 移行経路として重要な構造 

透水性の異なる岩盤領域を，岩盤の割れ目頻度や地山強度比（幌延）から区分して，
モデル化することが可能となった。 

対象岩盤に相当する地層・岩体が地表に露出する場合には，断層・割れ目の分布や
その透水性の有無などの水理地質構造概念の構築に必要な情報を取得できることが
明らかになった。  

ボーリング調査以外で把握することが困難であった花崗岩中の断層分布について，前
方探査（逆VSP探査）により把握できる可能性を示した。（岩盤の弾性波速度の変化
が大きくない場合に有効） 

坑道の壁面観察により，従来は少数の事例が知られているにすぎなかった，岩盤中の
割れ目や断層等の詳細な分布・特性を確認できた。 

コンパートメントなどの地下水流動に影響する構造の分布を，坑道掘削中の自然電位
測定により把握できる可能性を示した。 （花崗岩の割れ目帯や礫岩層などの透水性
の高い構造を指標とした場合に有効）  

成果ダイジェスト メッセージ案（地質・地質構造分野） 
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A1)地質環境の初期状態の理解（サイト選定～処分開始に関する意
思決定ポイントへの反映）： 
処分パネルの展開に適した岩体の分布，地下深部の断層や物質・

地下水の移行経路となる構造の分布を把握するための調査・評価技
術の整備 

 

主要な課題は達成。（今後は，A2),A3)の課題の対応を通じて，以下
に関する情報を適宜，フィードバック） 

 

 割れ目の不均質性や形成プロセスの把握に資する知見の蓄積と，
それらの調査・評価手法の整備 

今後の課題 メッセージ案（地質・地質構造分野） 
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A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 
地下施設建設・操業に伴う掘削影響領域を把握するための調査技
術 

着目した地質環境の特性とプロセス 
• 掘削損傷領域（EDZ）の分布 

 
達成目標 
• 坑道掘削に支障がないことを判断できる。 

A2)取りまとめの着眼点（地質・地質構造分野） 
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A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 

地下施設建設・操業に伴う掘削影響領域を把握するための調査技
術を整備 

 

掘削損傷領域（EDZ）の分布 

坑道の壁面観察により，坑道の掘削影響領域の詳細な分布を
推定することが可能になった。（瑞浪・幌延相違点：花崗岩では
目視による識別が困難） 

成果ダイジェスト メッセージ案（地質・地質構造分野） 
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A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解（処分開始～最終閉鎖
に関する意思決定ポイントへの反映）： 
地下施設建設・操業に伴う掘削影響領域の割れ目の変化を把握す

るための調査技術の整備 

 

坑道掘削に伴う損傷領域内での割れ目の変化を把握する手法の
構築 

坑道閉鎖（埋戻し）後の割れ目の閉塞・充填に関わる知見の蓄積 

 

 

今後の課題 メッセージ（地質・地質構造分野） 



A3)取りまとめの着眼点（地質・地質構造分野） 
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A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解： 
地形，地質構造の長期変遷を推定するための調査・モデル化技術 
 

着目した地質環境の特性とプロセス 
• 地形／地質構造の時間変化 

 
達成目標 
• 対象岩盤の長期安定性を推定できる。 
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成果ダイジェスト メッセージ案（地質・地質構造分野） 

A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解： 

地形、地質構造の長期変遷を推定するための調査・モデル化技術
を整備 

 
 地形／地質構造の長期変化 

従来は現在の応力場と過去の応力状態は個別に検討されてきたが，地質構
造の形成を考慮することによって，過去から現在に至る応力変遷を推定する
ことが可能になった。 

従来はノウハウ的な情報であった，地形・地質の変遷モデルを構築するため
の考え方，手順を，エキスパートシステムおよびタスクフローとして整備した。 

地形・地質構造の変化については，従来は隆起・沈降，侵食，堆積，圧密作
用などを個別に考慮するのみであったが，地形・地質構造や物性の変化を統
合し，連続的にモデル化・解析する手法を構築した。 
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今後の課題 メッセージ（地質・地質構造分野） 

A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解（処分開始～追加対策
に関する意思決定ポイントへの反映）： 
地形／地質構造の長期変化を推定するための体系的な調査・モデ

ル化技術の整備と断層などの天然現象の地質環境への影響把握 

 

地質環境の長期変動に関わる知見の蓄積によるモデル化精度の
向上と、多分野を含むモデル化・解析に関連する不確実性の評価
手法の構築 

断層などの天然現象の地質環境への影響範囲を把握する手法の
提示 
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参考 




















